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見た目だけで薬などを持っているのではと疑われた。終始乱暴で失礼な態度で、いき

なりズボンを脱がされ、下のものを見られた。侮辱的だし差別的。とても心が傷つい

た。何も持ってないのを確認したら、謝りもせず、脱がせたまま立ち去っていった。

本当に失礼だし、警察官としてありえない。

敷地から１０歩も離れていない自宅のごみ捨て場で声かけられ、在留カードを所持し

ていないことで交番まで連行された。学生証をみせて在留カードは家にあるから家ま

で同行してもいいからみせますとお願いしたものの、扉出る瞬間から在留カード所持

していないと犯罪。といわれた。そのまま警察署まで連行され３ー４時間ほど全身の

（下線部につき、原文ママ）触れられ、指紋をとられ、経緯を質問された。そのあと

パスポートのコピーが必要とのことで警察車で家までまたいかれて、自宅やパスポー

ト、自分の顔の写真を２０ー３０枚撮影された。また、在留カードについてもコピー

とりたいから、１ヶ月内に警察署まできて提出しろといわれていたので提出はしたが

自宅から警察署がかなり遠く大変だった。
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